○都内某所

広めの公園。

楽しそうに行き過ぎる家族連れ、カップル。

六階建ての白い建物が映る。

「東京都立中央図書館」の文字。

○都立図書館内

書棚。

　圭　　「ふう…」

圭が本を棚に戻す。ラベルには『葉隠』の文字。

しばらく書棚の間を歩き回る圭。

上の棚にある書物を取ろうと手を伸ばすと、同じ本に手を伸ばしていた男性の手とぶつかってしまう。

　圭　　「すみませ…あ！」

立っているのは逸原都知事。

相手もちょっと驚いた顔。

　逸　原「誰かと思えば、藤山のお嬢さんじゃないか」

　圭　　「その節は父がお世話になりました」

圭、深々と一礼。

　逸　原「感心だな。わざわざこんなところまで来て調べ物かね」

　圭　　「石平市の図書館は蔵書が偏ってるもので…あ、いや、ちょっと自分が信じていたものに自信がなくなってきちゃって――」

（回想シーン）

走り去る右翼の街宣車っぽい車。

橋の上に倒れている筑前。

　圭　　「それでもう一度自分の考えを見つめなおそうと思って――」

その拍子に圭の手からこぼれる本。

『源氏物語』『平家物語』『太平記』……等等。

逸原、しゃがんで本を拾い上げる。

手に持っているのは『源氏物語』。

　逸　原「源氏物語は、負けたもの、滅びさって過去のものになった主人公・源氏一族へのレクイエム（鎮魂歌）だ」

圭に渡すと、次の本を拾い上げる。

　逸　原「太平記か――話の基本格子は北朝と南朝のイデオロギーの対立だ」

聞いている圭。

　逸　原「負ける側に自らの思いや意図を託す――日本人らしい表現方法だな」

　圭　　「はあ」

　逸　原「だが政治の世界はそうではない。自らの思いを実現するには勝たねばならんのだ。負けるときは負けるほうにでは意味はない」

逸原、圭に本を渡しながら。

　逸　原「お嬢さん、元作家の私が言うのも何だが、貴女の答えは書物の中には無いかもしれんよ。何が正しいかは全て自分の目で確かめるんだ」

去ってゆく逸原の後姿。

○東京都電気街

電気街のような場所。行き交う人々。

歩行者天国になっていて、車道には車の姿ない。

　男の声１「（オフ）なんですと？」

　男の声２「（オフ）だから、巫女さんのコスプレした女がチラシ配ってるんだと。それもかなりの美人らしい」

　男の声１「（オフ）新手の喫茶店の宣伝かな？」

　男の声２「（オフ）わかんね、とにかくいってみよーぜ」

○東京都電気街・ガード下

ガード下に人だかり。

中央で巫女服のコイズミがビラを配っている。

後ろのノボリには「憲法改正」「愛国心を持とう」「特定アジア排斥」「美しい祖国を守ろう」「滅私奉公」などの文字。

愛想笑いのコイズミと仏頂面のアソーのアップ。

　コイズミ「はいはい、押さないで。順番にお渡ししますから…ほらアソーさんも何か言って頂戴」

　アソー「……」

アソー、何も言わず引きつった笑いを浮かべ手を振る。

　コイズミ「…アソーさん、その格好のときはむしろもうちょっと無愛想にした方が良くなくて？」

　アソー「……そうなんですか？」

　コイズミ「さあ。私も詳しくは。だって、それ貴女がいつも読んでいる漫画のキャラでしょ？」

カメラ引く。

逆十字の柄が入った黒いオーバースカート。黒と白の編み上げドレス。背中に黒い翼といったいでたち。

　男の声１「（オフ）なぁ、あの巫女服の娘も可愛いけど、隣の銀サマのコスプレした娘もいいいよな」

　男の声２「（オフ）ああ、あの愛想のない仏頂面とか、目つきの悪いとこなんかが萌えポイントだよな」

周囲で光るフラッシュ。

たちまち赤くなるアソー。

やや俯き気味ににふるふると小刻みに震えだす。

と、きっと顔を上げ周囲を睨みつけるや。

　アソー「五月蝿いっ！この禁治（ピー）の（ピー）野郎がっ！」

どよめき。

　男　１「うおぉォ！　俺、銀サマに罵倒されちゃったよ！」

　男　２「銀サマ！　もっと僕を罵ってください！」

またまた光るフラッシュ。

　スタッフ（ネトウヨ）「撮影はご遠慮くださいつってんだろうが、　ゴルァ！」

ますます真っ赤になって叫ぶアソー。

　アソー「黙れ、ジャ○ク脳のキチ○イ○ート共！」

　男　１「キター！」

　アソー「萌えブ○！　腐れ○タク！」

　男　２「悔しい！　でも感じちゃう！（ビクンビクン）」

やんややんやの歓声。

アソーに罵しられる度に狂喜する周囲の男達。

コイズミ、半ば呆れた顔で。

　コイズミ「あらあら、ここではアソーさん大人気ですわね。わたくしちょっと妬いてしまいそうですわ…」

○新聞部部室

傾いた西日が窓から射し込んでいる。

『活動理念・言葉は力』の張り紙。

部室のテレビに映っているのはニュース番組。

机に朝日と圭が座っている。

　圭　　「えっ！リティちゃんが記憶喪失！？」

驚いた顔で朝日の方へ向き直る。

　朝　日「うん…なんかそうみたい。…私のことも邦道のことも全部覚えてなくて、文字も忘れちゃったみたいで筆談もできないのよ」

　圭　　「頭でも打ったのかな」

　朝　日「いちおう病院で見てもらったんだけど、そんな外傷はまったくないって。お医者さんの話だと何か強いショックを受けたんじゃないかって」

　圭　　「ショックかあ……朝日、何か心当たりはある？」

　朝　日「え？　あ、あるわけないでしょ」

　圭　　「だよねぇ。…で邦道先輩は？」

朝日、せつなそうな顔。

窓の外の西日を見つめながら。

　朝　日「……病院。リティが心配だからずっと側にいてやるんだって」

圭が何か言おうとしたとき。

　アナウンサー「――次のニューです。全ての学校行事において『君が代』の斉唱と『日の丸』の掲揚を義務化することなどを基調とした新しい東京都教育条令を、逸原東京都知事が都議会に提出しました――」

驚いて立ち上がる朝日。

テレビには記者会見に答える都知事。

「逸原都知事また独断先行」のテロップ。

　逸　原「――日本国民として、国歌と国旗に敬意を払うのは当然のことだ」

「『君が代』『日の丸』強制」のテロップ。

　逸　原「――公共機関を利用する基本的ルールも守れない、年長者に失礼な振る舞いをする、質問にもまともに答えない――昨今の子供を見ていると、どうもしつけがなっていないというか常識をわきまえない輩が多すぎる。これも総じて親のしつけがなっていないせいだ」

朝日、圭の顔。

　朝　日「まったく、親のせいにして。世間の常識とずれているのはどっちよ！」

　逸　原「――不倫はしても良いことか？無論『ＮＯ』だ！けったいな小説家がなんといおうとも、親は子に胸を張ってそう言わねばならない。それが出来ないから家庭の、ひいては社会の風紀が乱れる。結婚しないものが増え、出生率が下がる」

ところどころカットやテロップで編集されながら会見は続く。

○職員室

人気の少ない職員室。

憂子先生がテレビを見ながら間食のカップラーメンを摂っている。

テレビに映るのはやはり都知事の記者会見。

　逸　原「――だからこそ、教育に携わる者達が起って乱れた風紀を正していかねばならない。未来のこの国のためにだ。教師は聖職か？これは当然ｙｅｓだ！聖職に携わるものだからこそ、個人の思想や価値観を捨ててでも、公の大方針に従うという姿勢を示さねばならない――」

　　　　　　　憂子先生、ラーメンをすすりながら。

　憂　子「言いたいことはわかるが、いつもながらあの男も極端だな。ＰＴＡと行政は主導権争いの関係ならいらない。必要なことだけ責任を持って学校が教え、それ以外は親に任せるくらいでちょうどいい…」

○新聞部部室

朝日、机に手の平を叩きつける。

　朝　日「もっともらしいこと言って！ファシストが子供達への管理を強めたいだけじゃないの」

圭がなだめる。

　圭　　「そうかな？それにこれ録画会見じゃない。編集された放送の印象だけで決め付けるのも良くないと思うな」

圭の脳裏には図書室で会った知事の後姿。

○石平市立病院病室

夕日が射す病室。

真っ赤な室内は物音一つしない。

ベットの上にはリティがすやすやと眠っている。

傍らの椅子に腰掛けるのは邦道。

　邦　道「リティ…」

リティの額にそっと手をやる。

　邦　道「ごめんな、ピンチの時に傍にいてやれなくて」

邦道の背、病院の壁に光線で天安門が浮き上がる。

門が開きそこからお団子頭＆チャイナ服の少女が飛び出してくる。

　マ　オ「ニイハオ、邦道！　大学で会った以来アルね！」

邦道振り返り、マオの顔を見て。

　邦　道「ああ、あの時の！　…えっと…」

　マ　オ「マオアル。造反有理――訳あってリンとはちょっと喧嘩してるアルが、リティや邦道の味方ネ」

マオ、右手を差し出す。

邦道、マオと握手。元気なく笑う。

　邦　道「マオ、改めて礼を言うよ。ありがとう、本当に助かった」

　マ　オ「礼なんて良いアル……オット、それどころじゃナカタアルな。…邦道、リティの記憶が無くなったって本当アルか？」

邦道、黙ってベットに向き直る。

マオがベットの側に来ると、リティ目を覚ます。

ベットから半身を起こし、眠そうに目をこする。

傍らに二人がいることに気づく。

　マ　オ「リティ、マオアル。海で会ったのを覚えているアルか？」

交互に邦道とマオの顔を見るリティ。

マオの顔を見ても怪訝な顔。

　邦　道「リティ、仲間の魔女の顔も忘れちゃったのか？」

邦道に話しかけられてビクッとなるリティ。

マオの顔が暗くなる。

　マ　オ「…邦道、ちょっと来るアル」

病室から出て行く二人。

○石平市立病院廊下

人気の無い廊下。病室から出てくる二人。

マオがはぁ、とため息をつく。

　マ　オ「…やっぱり本当だたアルね。原因は…マジカル枢軸の仕業に決まてるアルか」

　邦　道「なあ、魔法でなんとかならないのか？マオはマジカルソビエトでもかなりレベルが高い魔法使いなんだろ？」

ゆっくり首を振るマオ。

　マ　オ「駄目アル。精神にかけられた魔法は、かけられたものの心の力で打ち破るしかないアル」

マオ、邦道を見上げる。

　マ　オ「そして、リティの力の源は邦道との『思い』の結びつきヨ。リティの運命は邦道に掛かってるネ！」

　邦　道「お、俺！？」

驚く邦道。

マオから視線を逸らし。

　邦　道「でもリティは俺を覚えてないみたいだし、どうやって…」

マオ、ため息をついて。

　マ　オ「しっかりするアル、邦道。…まずはリティに言葉を教えるアルね。人間界でも魔界でも、言葉というものはものすごい力を持てるアル。人の耳に聞こえなくともリティもそれは同じ。そもそも言葉が通じないとコミュニケーションに困るし『思い』も通じないアルよ」

マオ、虚空から紙袋と一冊の本を取り出す。

　マ　オ「それから、これ差し入れアルよ。どうせ邦道は朝から何も食べてないアルね。これ食べて元気出すアル」

紙袋の中に入っているのは中華まん。

本の表紙には「露西亜語辞典」の文字が。

マオが壁に向き直ると、廊下の壁に天安門が現れる。

　マ　オ「それじゃ、ワタシあっちで紅衛兵達と文化大革命を完成させる仕事が残てるので帰るアル。邦道も頑張るアルよ」

マオ、門の中に消える。

門が一旦閉じるが、すぐさま開いてマオが上半身だけ身体を出す。

　マ　オ「マジカルソビエトでは、『愛の力』も共有アル。邦道の『愛の力』をマジカルソビエトのみんなのためにも使わせてもらいたいアルね」

　邦　道「な……」

マオ、少し真面目な顔になり。

　マ　オ「邦道の力はリティのためでもあり、みんなのためでもある。でも、みんなのためでもある前に、リティ本人のためであることを忘れないで欲しいアル」

マオ、ウインク。門の中へ去る

天安門が消え、元の病院の廊下に。

○繁華街

路上に泊まっている選挙カー。

男性が演説している。襷には都知事選候補の文字。

他の人々にまじってビラや風船を渡している朝日。

ノボリには「憲法改正反対」「都政に平和を、教育に自由を」「隣国の人々と仲良く暮らせる街」の文。

車の陰に邦道とリティが向かいあわせで座っている。

邦道、箒に乗った魔女の絵を見せながら。

　邦　道「ほら、リティ。これが『まじょ』だ。『まじょ』、お前のことだぞ。」

　リティ「……」

リティ、しばらく絵を眺めていたが、ぷいと横を向いてしまう。絵を放り投げて頭を抱える邦道。

　朝　日「どう？　ちゃんと勉強してる？」

選挙カーの向こうから朝日がやってくる。

リティ、朝日を見るとノートに何やら書き込む。

ノートを見せる。ノートには『まま』の文字。

　邦　道「…おい」

　朝　日「何よ」

　邦　道「…なんだって俺の教えたことは覚えないのに、お前の教えたことは素直に覚えるんだ？」

　朝　日「決まってるじゃない『言葉の力』よ。思いは必ず伝わるものなの。覚えてもらえないのは邦道のプロ市民としての自覚と修行が足りないからじゃないの？」

　邦　道「だからって嘘教えたら駄目だろ！」

　朝　日「いいじゃない。リティから言ってきたんだもの」

邦道、朝日を指差しながらリティに。

　邦　道「リティ、こいつは『あさひ』だ。お前のママじゃない！」

リティ、再びノートにペンを走らす。

書かれた文字はやはり『まま』。

はにかむリティ。朝日、喜ぶ。

　朝　日「リティ偉いわ。じゃあ、このお兄さんは？」

リティ、ノートに何かを書き込む。

ノートには大きく『くにみち』。

下に小さく『ばか』の文字。

　朝　日「…あら、ちょっと残念」

　邦　道「…何がだ」

○住宅街・団地

背景に複合住宅。

行き交う住民。演説する候補者。

選挙カーの後ろで邦道と朝日が座っている。

その前で絵本を手に首をかしげているリティ。

　朝　日「ねえ、元々小柄だったけど…、リティの身体、ちょっと縮んだんじゃない？」

　邦　道「マオが言うには、リティの精神と身体の時間が巻き戻って云々。…魔法で記憶を失った影響らしい」

　朝　日「そのマオって子の話だと、私がいくら教えてもリティの記憶は戻らないんじゃない？邦道が頑張らないと」

ため息をつく邦道。

　邦　道「そんなこと言われてもなぁ。リティは素直に俺の話を聞いてくれないし、もうどうしたらいいんだか…」

　朝　日「しっかりしなさい。子供の教育は父親の役目でしょ！」

　邦　道「誰が」

○石平市図書館

三階建ての建物。

入り口に「石平市図書館」の文字。

○石平市図書館・館内

若い外国人男性が書棚の前で立ち読みをしている。

　アダム「……」

アダム、本を閉じて棚に戻す。

表紙には『我が闘争』の文字と、『有害指定図書・貸出禁止　石平市』のラベル。

　アダム「……」

アダム、館内の机で本を読んでいる男性に気付く。

邦道が一心不乱に何かを読んでいる。

脇に積み上げられた本。

　アダム「（オフ）よう。」

邦道、顔を上げる。

隣に立ってるアダムに気付く。

　邦　道「なんでお前がこんなところに？」

　アダム「いちゃ悪いか？」

　邦　道「いや、珍しいと思ってな」

　アダム「それはこっちの科白だ。…それはそうと一つ質問していいか？」

　邦　道「何だ？」

　アダム「お前は一体何を学んでいるんだ？」

机の上にあるのは「子育て入門」「入園前からの教育」「はじめての子供としつけ」「反抗期の接し方」などと書かれた本の山。

○石平市住宅街

黄昏時。

路上を一人とぼとぼ歩く邦道。

ぶつぶつつぶやきながら。

　邦　道「あーあ、やっぱり子育てとか教育って難しいな。日本の出生率が下がるのもよくわかるよ…って言っても俺の場合、本を読んだだけなんだけどな」

夕焼けの道を憂子が歩いてくる。

片手にはビニール袋。中には缶とネギとか肉とか。

もう片方の手にビールの缶を持って飲みながら。

反対側から歩いてくる邦道に気が付く。

　憂　子「誰かと思えば赤井じゃないか」

顔を上げる邦道。

　邦　道「あ、憂子先生」

憂子、邦道が小脇に抱えた本を見て。

　憂　子「大学はまだ夏休みだろ。それなのにこんな時間まで図書館か？ははあ、夏休みのレポートの追い込みか」

邦道、一瞬躊躇するが、決心したように。

　邦　道「あの、優子先生」

　憂　子「何だ？」

　邦　道「教育とは、一体なんでしょうか？」

　憂　子「はぁ？」

夕焼け空。

○東京都某所・高級料亭

コイズミとアソーがこちらを向いて座っている。

コイズミは和服姿。

アソーはそっぽを向いて漫画を読んでいる。

向かいには画面に背を向けて座っている男。

　コイズミ「…美味しい。やっぱり和食は繊細な日本人が作ったものに限りますわ。最近はブームだ何だと得体の知れない国の人が作った面妖な日本食が多いですもの、ね――逸原さん」

　逸　原「……」

　コイズミ「…そのご様子ではやはり私たちの計画に賛同しては下さらないのかしら」

　逸　原「断る！」

　コイズミ「今、何と言いました？」

　逸　原「NO!と言ったのだ。私は確かに若いときに一度だけ、あなた方と契約を交わした。あのとき私は作家として行き詰っていた」

セピア色のイメージ。

若き日の逸原。机に座って頭を抱えている。

床に散らばる書きかけの原稿。

　逸　原「だが、わたしは今では後悔している。自分の思想を他のものに委ねてはならなかったのだ。そして、この国の運命はこの国の者が決めるべきだ。あなた方の依頼には、Noと言わせてもらう」

逸原席を立つ。そのまま外へ出て行く。

アソー、無言で読んでいた漫画本を閉じる。

バン！という音。

○憂子のアパート

雲に半分隠れた月。

二階建てのアパート。

憂子の部屋、それなりに散らかっているが秩序は感じられる。

ちゃぶ台を挟んで座る憂子と邦道。

中央のコンロの上では鍋が煮えている。

優子、缶ビールを一気に飲み干す。

　憂　子「…はぁー、生き返る！　どうだ、お前も一杯。缶ビールならまだ冷蔵庫にいっぱい冷えてるぞ」

正座しながら首を振る邦道。

　邦　道「いえ、大学入ったといってもまだ未成年ですから」

憂子、二本目の缶ビールを開けながら。

　憂　子「そうか、…そうだったな。ま、教師が聖職かは難しい問題でな…。まあ、鍋を食え。そろそろ煮えてる」

ちゃぶ台の上でグツグツ音を立てる鍋。

　邦　道「はい、それじゃ遠慮なく。…それにしても、まだ九月の初めなのにもう鍋なんですか？」

　憂　子「私の故郷の北海道じゃ、九月のはじめにはもう鍋が恋しくなるほど寒い」

　邦　道「ほんとうですかあ？」

（作者注:多分嘘）

　憂　子「……ところで、お前の先程の質問の件だが…」

憂子、這っていって部屋の隅の本棚から一冊の本を取り出す。それを邦道に渡しながら。

　憂　子「一言で答えるのは難しいし、人から聞いたところで理解できるものでもないだろう。ヒントをやるからあとは自分で考えろ。それは私の少女時代の愛読書だ」

　邦　道「はあ…」

　憂　子「たまには突き放すことも教師の勤めだ。生徒と教師は友情ごっこの関係ならいらない。必要とあれば協力し、なければ距離を置くくらいでちょうどいい」

邦道、本を見つめる。

表紙には『ヘレンケラーとサリバン先生』の文字。

○東京都庁知事室

薄暗い部屋に一人佇む逸原。

引き出しを開け一つの指輪を取り出すと、机の上に置き、片手に持った金槌を振り上げる。

突如、机の上にあるＰＣの電源が入る。

モニターに映るのはコイズミ。

　コイズミ「つれないですわね。我々と縁を切ると？」

　逸　原「……」

　コイズミ「契約の破棄の方法は簡単。契約者のどちらかが指輪を破壊すればいい」

コイズミ、自分の指輪を見せる。

　コイズミ「でも、そのときは逸原さんは一週間ほど人事不省になってしまいますわ。選挙期間のこの時期にそれは貴方の政治生命の終わりを意味しますわね」

　逸　原「……覚悟の上だ」

　コイズミ「それに、逸原さんは一つ誤解されていますわ。私は一度も依頼などしていませんの」

モニターに映る魔方陣。

　コイズミ「命令しているんですわ」

魔方陣の中央に浮かび上がる日の丸。

　コイズミ「貴方が私達と契約を結んだ時点で、既に主従関係は逆転しているんですのよ、逸原さん。そのままでは人の心を支配できぬ私達ですもの。これくらいのトラップを契約に盛り込むことくらいは許して頂きたいですわ。…甘い契約には裏がある、何も人間と魔女に限った事でもありませんでしょ」

　　　　　　　緑色に光り始める逸原の目。

○東京都臨海部

ウォーターフロントの映像。

演説している候補者。

臨海部の公園。

芝生に散らばるノート、鉛筆、クレヨン、絵本、幼児用の国語教材等等……苦心した跡。

　邦　道「やる気になってくれたのは良いけど…やっぱそんな簡単に進まないよな」

おにぎりをかじる邦道。

隣でリティがサンドイッチかじっている。

芝生に敷かれたシートの上はコンビニのおにぎり、サンドイッチ、ミネラルウォーターに紙コップ。

邦道、リティの方をちらと見て。

　邦　道「リティもいつ記憶を取り戻してくれるんだろうな。…まあ、気長にやるか」

リティも邦道の方を向く、見上げる形で邦道の横顔。

　リティ「！」

物音がして、邦道が振り向くと、リティがミネラルウォーターのペットボトルを倒してしまっている。

　邦　道「仕方ないヤツだな…ほら」

邦道、ハンカチでリティの魔女服を拭いてやる。

　リティ「……」

邦道、何か言いたそうに濡れた手と、地面に広がる水たまりを見つめるリティを見て。

　邦　道「気になるのか？そいつは『みず』っていうんだ。ええと、リティの故郷の言葉で…」

急いで辞典のページをめくる邦道。

　リティ「！！」

突如、黒い背景にピキーンという雷が走ったようなエフェクト。

強い魔力の波動を感じ振り返るリティ。近い！

本能のまま駆け出す。

　邦　道「おい、リティ！　どこ行くんだよ！…うわっ！」

慌てて追いかけようとしてシートの水に滑って豪快に転倒する邦道。

○晴海ふ頭・五輪メイン会場予定地・外

沖を行き交う船。

「五輪メイン会場予定地」と書かれた高いフェンス。

周囲ののぼりには「国威を上げよう」「強い日本をもう一度」「スポーツで世界制覇」などの文字。

入り口付近に市民団体の人々が集まっている。

こちらは「招致反対」「税金の無駄遣い」「五輪ファシズム反対」などの文字。

　市　民「都知事に会わせろ！　こんなの税金の無駄使いだ！」

　警備員「関係者以外の立ち入りは禁止されている。下がれ」

リティ、向こうから走ってくる。

入り口付近のもみ合いを見て、交差点を右折、画面の左へ消える。その後ろに足を引きずって走ってくる邦道。

○東京都臨海部

再びさっきの公園。

自転車でやってくる朝日。

　朝　日「邦道、演説終わったわよ。次へ移動しましょ…て、あれ？」

誰もいない。

シートの上には倒れたペットボトル。

　朝　日「もう、二人ともどこいっちゃったのよ！」

○晴海ふ頭・五輪メイン会場予定地

フェンスの中。

広大な更地。中央に祭壇らしきものが置かれている。

逸原と都職員らしきスーツの男が数人。巫女服のコイズミと神官服の男数人。アソーとノイジーの姿も。

　コイズミ「地鎮祭の準備が整いました」

一礼。

　逸　原「……」

虚ろな目。

（回想シーン）

先日の料亭での一コマ。

　コイズミ「…簡単な話ですわ。晴海の五輪メイン会場、有明の選手村予定地の地鎮祭を私たちに取り仕切らせていただきたいんですの。――目的？あの土地を清めることで、あの辺り一体を訪れる人々から効率的に思想エネルギーを集めることができるんですわ。…加うるなら、夏冬のイベントがある有明には総統もご執心でしてね」

後ろでこくこくと頷くアソー。

　コイズミ「それでは、はじめさせていただきます」

コイズミ、一同に背を向け祭壇に向き直る。

取り出した杖が、お祓い棒に変わる。

コイズミ笑う。

○晴海ふ頭・五輪メイン会場予定地外２

裏口。

走ってきたリティ、フェンスの中に入ろうとしてそこにも数人いた警備員に止められる。

　警備員２「待て、入ってはならん」

警備員に囲まれるリティ。

警備員の目は狂信的に緑色に輝いている。

レーダが反応する。

　リティ「！？」

本能でとった行動なのでリティにはその意味が解らない。戸惑うリティ。

逆に驚く警備員（ネトウヨ）。

　警備員３「こいつ、魔法の杖を持っているぞ」

　警備員４「まさか、マジカルソビエトの！？」

　警備員５「魔女だ」

警備員の輪郭が一斉に崩れ始める。

警備員の身体から黒いもやが浮かび上がり、集合する。やがて黒い霧状の巨人となる。

地面に残る警備員の制服。

　ネトウヨ「我らの邪魔はさせん！」

リティに襲い掛かるネトウヨ。

（ネトウヨ視線で）大きくなるリティの姿。

杖を抱きしめながら怯えた顔で硬直している。

○晴海ふ頭・五輪メイン会場予定地・外３

足を引きずりながら走ってくる邦道。

　邦　道「畜生、足をくじいちまった…。リティ、どこだ！」

角を曲がる。

邦道の視野にネトウヨに吹き飛ばされるリティの姿が映る。

スローモーションのように落下してゆくリティ。

道路を飛び越え反対側の海に落ちてゆく。

　邦　道「リティ！」

　リティ「…！」

落ちる直前、一瞬、リティと邦道の目が合う。

水面に上がる二つの水しぶき、そして波紋。

○海中

蒼暗い海の中。

リティを抱きしめながらゆっくり沈んでゆく邦道。

　リティ「（冷たい…これは…何？）」

　邦道の声「（オフ）そいつは『みず』っていうんだ」

　リティ「――（みず！）」

リティ、目を開ける。

蒼暗い視界の中、しっかり自分を抱きしめている邦道の姿。

　リティ「（暖かい…この人は――）」

リティの脳裏にフラッシュバックする記憶。

出会った時の邦道の驚いた顔、最初の戦いの邦道の顔、ノイジーとの戦いに現れた邦道の顔、海で一緒に遊んだ邦道の顔、、言葉を教えてくれた邦道の顔、川に流される自分を必死に助けてくれた顔――

　リティ「赤井さん――」

邦道の心にリティの声が響く。

目を開ける邦道。リティの顔。

水中のため歪んでいる。泣いているように見える。

　邦　道「リティ、俺のこと思い出してくれたんだな。――良かった…」

気を失う邦道。

○晴海ふ頭・五輪メイン会場予定地・外４

水面から上がる水柱。

邦道をお姫様だっこして大地に降り立つ石田。

　石　田「多数のサイレントマジョリティを考慮にいれて決定させてもらいます」

ネトウヨを睨みつける。

　石　田「死刑！」

○晴海ふ頭・五輪メイン会場予定地・外５

強い魔力の波動を感じ外へ飛び出してくるコイズミ、アソー、ノイジー。

映るのはAK47で蜂の巣にされるネトウヨ。

石田化しているリティを見てコイズミ舌打ち。

　コイズミ「ノイジーさん！」

　ノイジー「ラジャー！」

ノイジー、一瞬輪郭がノイズになったかと思うと消える。

　ノイジー「記憶を取り戻すのが思ったよりちょぉーーっと早かったね」

石田の頭上にノイジーが現れる。

　ノイジー「でも、何度でも忘れさせてあげるよ」

石田の頭上に斧を振り下ろすが、寸前で石田の身体が消える。

　ノイジー「え？」

ノイジーの背後に石田現れる。

　石　田「同じ手を二度は喰らわない。あたりまえの話だよね」

慌てて振り返るノイジーにAK47発射。

　ノイジー「うわわわわわわわ……ちょっとお！」

次々と飛んでくる光弾を斧で防いでいたが、やがて負荷に耐え切れず斧が真っ二つに折れる。

　ノイジー「あぁ！　…ぐあっ！」

間髪入れず飛んできた光弾が次々と額に命中。

のけぞるノイジー。

額に大きな絆創膏をこさえ、涙目で。

　ノイジー「ちっくしょー！　今度会ったとき覚えておきなさいよねっ！」

ノイジー、虚空に消える。

　コイズミ「……」

　アソー「糞っ垂れが！」

コイズミが日本刀を構え、アソーがライフルを向ける。

　石　田「僕の武器は銃だけじゃない。あたりまえの話だよね」

AK47が石田の手の中でブーメランに変わる。

それを投げつける石田。

ブーメランは地上の二人の手から武器を弾いて石田の手に戻ってくる。再びAK47にチェンジ。

金属音。

コイズミの手から落ちる指輪の破片。

　コイズミ「――しまった！」

コイズミの一瞬の隙を逃さず、石田、AK47掃射。

土煙が上がる。

　アソー「コイズミ様！」

アソーが駆け寄る。

土煙が晴れる。コイズミ、片膝をついている。

　アソー「契約破棄の際のダメージが残ったまま戦うのは不利です。…不本意ですが、ここは一度転進を」

コイズミ、手をさすりながら。

　コイズミ「仕方ないわね。いずれ、この借りは必ず…」

箒を取り出し、消える二人。

○東京都臨海部２

暮色に染まった海。

道端に止まっている救急車。

　朝　日「邦道！　リティ！　どこなのよ、もう！」

慌しく行き交う人々。

　都職員１「知事が倒れられた！」

　都職員２「早く搬送してくれ！」

人々の向こうに邦道とリティの姿を見つける。

邦道、リティの手を取り笑ってる。

　朝　日「そっか…。リティ、記憶戻っちゃったんだ」

自転車を止めて遠くから。

朝日、ちょっと寂しそうに。

○憂子のアパート前

夜。

アパートの前、憂子と邦道が立っている。

　邦　道「それじゃ、これはお返しします。」

ヘレン・ケラーの伝記を手渡す邦道。

　憂　子「それで、答えは出たのか？」

　邦　道「ええ、教育は心なんだと。言葉は必ず相手に伝わるものなんだと分かりました」

　憂　子「この短期間でよくそこまで辿りついたな。…でもそれでは８０点だ」

　邦　道「え？」

　憂　子「これで解った。これはこうなんだと思った瞬間、それは正しい答えでは無くなる。――何事もな」

　邦　道「そうなんですか…難しいですね」

　憂　子「真理とはそういうものだ。日本の伝統的な思想である禅の言葉にな――まあ、お前には興味の無い分野か…」

憂子、夜道を帰る邦道の後姿を眺めながら。

　憂　子「なるほど、右翼左翼の思想の争いなど、実にくだらないものかも知れん。だが、『くだらない』と決め付けた瞬間、それは真実で無くなるのだ――」

○マジカルステーツ・待機所

コンディ曹長がテレビを見ている。

テレビに映るのは人間世界の選挙速報。『9・11地方決戦』のテロップ。

入り口に軍服を着た女性が立ち、敬礼。

コンディ曹長、振り返る。

　ハートマン軍曹「そろそろ将軍の演説の時間です」

　コンディ曹長「わかった。それじゃあ行こうか」

コンディ曹長、テレビを消して立ち上がる。

○マジカルステーツ・グラウンド零

廃墟のようになったビル街。

どのビルもヒビが入り傾いている。退廃した世界。

中央の更地のようになった広場に演台が設置され、群集が群がっている。

揺れる多数の星条旗。一部日の丸と鉤十字も混じる。

カウガール姿のブッシュが演台の右手から現れる。

歓声。

ブッシュ、拳銃を取り出すと天へ向けて発砲。

黙り込む大衆。

　ブッシュ「諸君、私は今日諸君に申し上げたい。この国は今日も明日もいろいろな困難や挫折に直面しているが、それでもなお私には夢がある」

大衆。

　ブッシュ「私には夢がある。いつの日かこの国が立ち上がり、わが国の信条の次の言葉の真の意味を貫くようになるだろう。『私たちはこれらの真理を自明のことと考える。　すなわち、全ての人間は平等には造られていないのだと』。私には夢がある。いつの日か、かつての奴隷の子孫たちが、かつての奴隷主の子孫の上に立てる日がくることを。能力による指導者層の入れ替わりこそ、厳正なる競争の結果だからだ」

周囲の崩壊したビル群。

ブッシュ「私には夢がある。この世界も、このような悪平等の暑さにうだっている この世界でさえもいつの日か、自由競争の正義の荒波に変えられることであろう。私には夢がある。いつの日かこの国の子どもたちが、他の者と同じではなく、彼らの能力の上下によって評価される国に住めるようになることを」

石平市街。

ブッシュ「私には今日、夢がある。私には夢がある。あの世界でも、目下のところ悪意に満ちた世界主義者に牛耳られており、政府の決定に対して「差別」とか「不平等」という言葉しか出てこない。だが、一部の不心得な民族のために、権利を阻害されているのは誰か。自由と平等の両立はできないのだ」

ブッシュの姿。

ブッシュ「一つの意思により統一された効率的な国家、こういう国家があれば、私たちは絶望の山から希望の石を切り出すことが出来る。こういう国家があれば、私たちはこの国の民族間による騒々しい不協和音を、兄弟愛の美しいシンフォニーに変えることが出来る。こういう国家があれば、私たちは共に働くことができる。共に祈ることができる。 共に闘うことができる。共に戦場へ行くことができる。共に自由のために立ち上がることができる」

コンディ曹長・ハートマン軍曹。

ブッシュ「音楽の力は世の中から争いをなくすことが出来ると信じた音楽家も、結局は身内のいさかいすらも解決することは出来なかった。世の中から争いと競争をなくすことは不可能なのだ。ならば、最も優れた文化を持つ我々が世の中のできるだけ良い場所を占められるよう戦おうではないか」

いつの間にか演壇の下に現れたコイズミ。

ブッシュ「だから、戦争の鐘を鳴らそう！ニュー・ハンプシャーの大きな丘の上から。戦争の鐘を鳴らそう、ニューヨークのそびえ立つ山々から。戦争の鐘を鳴らそう！ペンシルヴァニアのひときわ高いアレゲニー山脈から！ 戦争の鐘を鳴らそう！コロラドの雪を頂くロッキー山脈から！ 戦争の鐘を鳴らそう！カリフォルニアの曲がりくねった坂道から！戦争の鐘を鳴らそう！ミシシッピのすべての丘やモグラ塚からも！ 山腹のいたるところで戦争の鐘を鳴らそうではないか！」

大歓声。

演台から降りてくるブッシュ。

コンディ曹長の脇にいるコイズミに気付く。

着物の裾が乱れ、顔もやややつれている。

ブッシュ「あらジュン。…その様子だと、あの小さな魔女さんにずいぶん痛めつけられちゃったみたいね」

コイズミ、笑って。

コイズミ「ええ、ちょっと…ぬかってしまいましたの」

ブッシュ「まぁ、いいわ。あんたの敵は私がとってあげる」

ブッシュ、指でピストルを作って。バン！

ブッシュ「でも、次の作戦までまだだいぶ準備があるから、その間ここでゆっくり休んで英気を養っていきなさい。そうね、まずはシャワーでも浴びて。今夜は白い家で一緒に夕食会といきましょう」

コイズミ「ありがとうございます。お言葉に甘えさせて頂きますわ」

ブッシュ「全ての準備が終わったら、エアフォース壱で一緒に戻りましょう。私の新たな戦争に向けて」

コイズミの肩を抱いて歩き出すブッシュ。

コンディ・ハートマンが続く。

その背に揺れる無数の星条旗。

　　　　　　　　　　外伝弐「沈黙の呪文は忘却の魔法・完」

　　　（真リティ６話に続く…のか？）

